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民
間
法
人
を
実
施
主
体
に

な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
地
籍
調
笈
の
た

め
の
務
官
認
や
測
鐙
俊
一
箔
一

し
、
一
定
の
努
件
を
満
た
す

民
閣
法
人
に
祭
誌
で
き
る
よ

ω

つ
に
す
る
。
こ
れ
に
必
婆
な

盤
式
調
査
法
の
一
一
部
敬
之
が

ム
コ
密
会
で
成
泣
、
後
符 
1
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市
町
村
か
ら
世
間
務
を
受
託
一
一
務
内
線
と
し
て
は
、
情
報
の

i

す
る
民
間
法
人
と
し
て
は
、
一
校
綴
・
務
理
や
、
関
係
者
の

i

州
制
法
土
や
之
治
家
騒
繍
資
…
立
ち
会
い
な
ど
に
よ
る
機
資

一
銭
円
基
金
高
の
境
界
や
議
後
間
稽
ほ
す
る
地
襲
警
護
す
る
た
め
、
務
査
や
測
盤
の
一
体
的
議
施

蓬
警
森
林
懇
話
交
一
十
一
、
地
元
襲
撃
祭
築
一
豆
地
へ
空
交
り
や
際

i

滋
体
と
し
て
民
糧
法
人
後
浴
用
?
る
新
た
な
制
度
を
園
字
決
滋
叩
閣
が
創
設
す
る
。
事
業
主
徐
の
市
町
村
が
業
務
を
察

憶
と
な
っ
て
い
る
。
一
ま
っ
て
綿
織
す
る
言
。
法
一
審
物
除
去
、
襲
撃
立
東

地
絡
線
釜
が
進
ま
な
い
第
一
人
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
い
一
な
ど
援
合
む
蜘
州
議
マ
治
区
や

一

引
ト
産
業
協
議
会
?
一
に
つ
い
て
行
董
当
者
や
一
議
後
滋
話
境
界
の
院
議
一
に
ぶ
つ
て
滋
ぎ
な
い
蓮
誠
一
付
け
出
す
の
は
蚤
轄
地
元
手
芸
人
間
川
や
越
辺
川
一
一
議
T

託
す
る
こ
と
が
で
務
る
法
人
の
喪
告
乞
定
多
選
た
交
換
奪
実 

7
月
を
め
ど
に
パ
濡
ず
る
。 

2
0
ユ
O

凶
に
は
、
佐
美
へ
の
鋭
泊
ゃ
、
ウ
丸
山
晴
人
の
妥
件
広
つ
い
七
、
一
簿
紛
の
朕
築
作
成 

な
ど
を
一 

郡一市

プ
ラ
ン
}

一

面

井

川

渡

票

所

探

は

盟

関

じ

て

、

2
0
1
0年
一
皮
下
車
畿
で
は
、
林
地
な
ど
の
繍
界
一
敗
目
以
ま
と
め
て
い
る
ο

一
義
務
委
討
に
必
撃
な
政
令

3
設
で
、

ロ日日

一
宮
、
妻

一
有
者
な
い
M

辛
口
、
空
間
翌
一
交
響
川
崎
、
量
調
一
た
。
一
立
。
開
設
~
対
象
地
区
に
つ
一
溜
が
借
り
点
議
議
笈
と
し
て
一
区
は
一
義

一

予

備

設

計

各

震
で
置
し
、
石
一
塁
準
ず
る
襲
警
察
、
謀
議
界
審
議
一
い
て
喜
怒
ら
の
裏
還
を
一
議
付
け
て
い
く
考
え

池
籍
調
査
は
、
議
ご
と
一
る
。
し
か
し
二
}
れ
荻
で
の
吾
、
林
地
は
M
M
%
、
暴
れ
て
…
し
て
い
く
た
め
に
N

畿
な
艶
予
算
山
喜
一
揺
が
篠
山
保
で
致
問
慰
霊
人
が
受
託
、
玄
義
一
は
市
町
村
山
葬
う
。
一
議
議
整
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mwhwo

形
式
な
一
こ
の
う
ね
綴
織
区
小
茂
根
一
告
で
繍
殺
や
限
付
滋
絡
め
彩
一
を
促
進
す
る
。
初
年
獲
得

M

算
一
国
土
環
釜
畑
作
品
地
特
別
摺
総
法

練
篤
筏
皐
笛
2
T iE

6
次
図
嘉
誠
一
築
業
叩
一
し
、
一
袋
一
塔
期
に
獄
窓
蚕
量
佐
世

…

立
ち
会
い
な
ど
の
努
力
援
一
測
震
な
ど
の
一
技
術
力
ゃ
、
機
一
端
制
定
し
て
い
る
。
一
支
社
は
、
撞

震
災
の
復
線
マ
も
問
題
が
顕
一
韓
関
、
土
地
へ
の
立
派
ス
り
な
一
界
調
査
を
公
一
み
に
療
施
ず
る
一
一
事
訴
の
計
爾
策
窓
や
伎
田
誠
一
で
沿
道
玄
包

在
似
し
た
。
芝
、
山
村
主
義
務
が
羅
生
有
こ
高
力
議
つ
こ
と
な
ど
を
省
一
へ
の
談
開
壌
の
認
善
一
る
た
め
の
附

に
お
い
て
も
、
林
業
を
疲
興
一
れ
に
見
合
っ
た
数
の
職
員
や
一
令
勺
怨
め
る
考 

一
緒
、
登
畿
新
へ
の
送
付
な
ど
一
ず
る
。
地
帯

要
件
定
め
る
省
令
、 
7
月
め
ど

1腸一
室
一
地
の
弾
薬
棟
、
一

4
進

捗

〈

諜

薬

務

在

)

は

一

い

る

。

一

日

ロ 
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旧

公

明

畑

地

化

し

、

登

一

全

麗

で

必

%

。

権

利

関

係

が

一

地

絡

線

畿

の

巡

れ

に

よ

る

一

一

策

を

整

理

十

1
B

一

議

な

ど

を

正

確

に

す

五

議

議

事

(

人

口

集

中

一

生

襲

撃

ど

の

不

明

確

立

都

市

・

山

村

部

境

界

基

本

調

査

一

世

コ

ン

件

…
も
の 

年

に

制

定

…

滋

区

〉

で

は

加

%

し

か

進

ん

…

は

、

土

地

取

引

や

、

湾

関

発

…

一

の

祭

託

先

忠
F

2
E

訴
一
日
誌
詩
清
一
主
題
盟
諸
問
鍔
一
新
規
直
轄
事
業
で
下
期
開
始
一
尋
問
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豆

諸

鵠

石

神

品

分

間

川

護

内

部

橋

梁

一

構

造

を

採

用

サ

多

発

一

か

ら

「

警

審

議

選

一

に

つ

い

て

、

高

返

し

い

一

益

事

実

タ 
i
ト
ヱ
と
警
を
6
1
7月
に
義
一
還
に
よ
ー

一
式
な
ど
変
検
討
す
る
。
一
と
し
て
7
俄
丹
後
計
上
し
一
の
一
部
改
蕊
が
今
磁
会
究
成

了
間
態
の
整
備
で
、
恵
美
議
議
室
、
警
一

γ思
議
殺
す
る
棟
梁
は
、
一
路
な
、
義
塾
と
民
有
地
の
一
げ
る
。
日
年
度
予
警
ユ
億

一
神
井
川
渡
期
間
期
叫
に
架
線
ナ
る
一
区
北
町
叫
F0

氷
川
台
3
一
い
る
鶴
市
郡
安
対
象
に
、
道
一
や
林
業
擬
輿
な
ぷ
に
つ
な

話

一

百

年

度

の

議

議

総

選

建

一

本

語

さ

と

辺

村

境

界

一

基

一

地

一

藷

係

者

に

総

資

す

る

。

一

る

第


め
、
刊
誌
蓄
の
一
詳
細
設
計
こ
一
譲
渡
の
開
通
を
患
者
)
て
一
本
調
懇
丞
襲
撃
業
と
し
一
億
聴
器
演
い
齢
化
や
過
疎
化
が
一
カ
年
計
一
闘
で
も
、
ぃ
ず
れ
も
一
ど
の
様
努
議
創
出
す
る
。
吾
笹
川
窓
側


一
つ
な
げ
る
。
工
事
は
川
崎 

刊
と
い
る
。
総
審
議
悪
習
え
て
吋
〈
タ
!
ト
ず
る
。
一
滋
主
将
務
室
地
境
界
情
一 

(
F


:
言
語
同
信
一
時
言
明
言
諮
問 

語
言
問
題
許
諾 

百九
 
2|
書
官
E
喜

連
一
茂
根 
4

練
馬
区
皐
窪
一
島
応
援
町
ユ 
γ
自
の
山
手
速
一
区
桜
合
念
、
了
間
関 

i

咋

u
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一
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設

局

一
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一

、

一

一

.

白

一
日
げ
は
は

i
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議
話

33昨日かかかか
E3333話
m
l
i
g
g送
設
詩
的

一

，

一

く

り

に

つ

ハ

一

一

関

腕

謀

議

z
-
W

年
波
後

半
、
か
ら
柑
抑
制
度
に
滋
づ
く
業
務
委
託
が
金
欝
マ
撃
ち
そ
う
だ
。

さ
い
た
ま
築
堤
は

3
カ

丁
目
で
新
犬
繁
パ
一
橋
祭
加
針
、
纏
出
員
総
が
の
規
…
境
界
四
間
管
一
多
}
間
四
が
先
行
し
…
向
。

一
橋
梁
の
予
備
緊
薬
品
一
イ
パ
ス
に
嘉
す
る
路
線
二
警
想
定
。
章
容
繁
一
ザ
議
め
、
今
後
の
議
綱
渡
一
湾
事
業
の
申
請
に
向
け
た

8
3
r

I
l

M
x
l

c

|

U
R

υR都心3定数

一
学
潮
に
援
態 

大
久
保
樋
管
改
築
も
蒼 整選

どいな
 

2
0ユ
0
年
度
内
に
関
一 

4
了間同

 

一
る
?
?
定
だ
。

一
授
、
閉
口
守
彦
墜
皐
県
下
世
間
一
で
怒
メ
ヌ
ロ
ラ
、
一
般
的
な
一
大
久
一
保
畑

一
市
幾
林
部
長
が
参
加
し
た
二
滋
憾
。
織
か
い
資
格
要
件
は
間
協
土
衰
退
重
加
川
上
流
忍
惑
の
改
一
制

都
韓
蹄
醜

i

テ
ー
マ
に

ν川
型

こ
の
中
で
、
康
問
問
問
祭
は
一
定
め
る
つ
も
り
は
な
い
…
と
一
刊
州
事
務
所
の 
2
0
1
0年
度
一 

・且



量
活
君
忽
導
入
し
た
滋
籍
一
説
明
。
一
事
業
費
一
議
議
内
で
、
約
一
土
ヱ
や
譲


一
調
壁
一
の
機
滋
に
つ
い
て 

説
一
家
た
、
潟
水
教
授
は
「
土
一
年
度
対
比
お
%
減
と
な
三
作
・
媛
凶
忠


一
し
た
。
滋
絡
調
調
査
を
加
速
さ
}
総
駒
郡
蔵
総
蕊
土
や
澱
霊
土
の
一
だ
。
荒
川
の
「
さ
い
た
ま
築
一
ず
る
。
エ
誠


町
一
鶴
官
民
連
携
が
重
要
一
せ
る
芸
還
義
都
内
法
俊
一
議
嘉
ち
、
法
律
に
窓
…
援
で
は
西
区
襲
撃
ど
一
議
議
4


一改
 

月 

施
行
〉
。
一
く
、
抽
選
冗
に
も
精
通
し
、
山
一 
3
カ
一
併
の
築
堤
エ
相
官
や
、
六
一
三
目
ぷ
1

4

、
会 

護
者
が
集
ま
り
、
慶
応
大
化
と
、
一
重
の
露
個
…
窓
一
委
都
道
府
県
、
悪
材
一
緩
和
翠
識
を
含
む
富
良
逮
携
一
で
も
終
受
事
な
ど
を
予
定
一


比
一
一
一
村
紛
失
新
悶
本
製
一
学
の
米
国
雅
子
教
授
後
コ 

一
ど
の
実
態
把
援
を
一
一
体
的
に
一
が
一
定
要
件
を
満
た
す
法 

一
に
よ
る
チ
ー
ム
づ
く
わ
が
滋
一
し
て
い
る
。
…


4
4

鉄
会
凝
〉
は
日
日
、
一
デ
ィ
ホ 

タ
ー
に
縁
関
用
後
交
一
推
進
す
る
お
の
。
一
線
株
一
符
生
一
に
調
査
"
総
録
後
袋
町
制
で
議
一
薬
に
な
る
だ
る
つ
〕
と
務
し
一
さ
い
た
ま
祭
擦
は
、
総
定
一


空

襲

翠

と

平

成

一

わ

し

合

一

や

社

会

滋

襲

撃

促

進

一

る

さ

長

索

、

こ

れ

に

よ

一

た

。

一

警

と

な

っ

て

い

る

羽

根

愈

一

寸


告

一

一

一

一

一

一

一

大

震

即
検
鍛
」
を
テ 

マ
に
一
線
林
郁
吋
伎
の
た
め
に
は
林
一
す
る
と
と
も
に
、
窪
田
畑
の
釦
一
っ
て
、
エ
穆
の
一
盟
国
で
は
な
一
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
一
簿
上
流
の
治
水
安
全
疫
を
向
一

宇
νン
ポ
ジ
ウ
ム
議
百
量
約
芸
必
需
が
、
一
織
に
ち
な
げ
る
の
が
級
一
く
、
還
の
地
襲
警
良
一
気
地
建
設
業
の
新
事
業
一
参
議
宙
開
暮
本
一
堅
議

い
い
た
。
土
地
議
案
土
地
の
著
者
や
滋
均
一
窓
口
一
録
企
業
か
患
っ
ご
と
が
で
緩
・
新
分
野
進
出
雲
進
議
一
郷
下
〈
返
事
、
審
本
一
務
所
は
2
0

口
頭
森
林
の
一
祭
約
一
穣
な
ど
そ
…
篠
総
合
議
籍
誠
一
パ
ネ
ル
ダ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
一
る
よ
う
に
な
っ
均
一
す
る
建
稜
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
一
郷
中 

て
警
護
簿
一
紫
と
し
て
3 

化
を
促
す
と
と
ら
一
変
は
、
特
に
都
市
部
と
山
村
一
ン
に
は
、
米
関
同
教
授
の
ほ
か
、
一
「
一
定
の
綴
件
〕
に
つ
い
一
倶
楽
部
と
金
一
問
糊
榔
開
年
会
議
所
一
(
さ
い
た
ま
湾
〉
の
お
カ
所
一
保
し
た
。
ず
い

蹴
に
、
建
設
業
の
寒
鳳
一
一
警
護
れ
て
い
る
。
準
謹
一
瞬
間
一
縦
断
山
林
野
庁
長
官
、
原
一
て
底
辺
震
は
、
「
匡
と
と
護
脱
税
金
に
よ
る
聾
患
集
会
一
で
懇
鳩
山
議
事
す
忍
ゃ
あ
、
一
億 

5
乞
察

制
窪
田
緑
川
一
策
と
レ
て
ら
一
は
金
係
官
片
山
山
一
%
に
と
ど
ま
っ
一
僚
懇
穴
園
芸
包
土
乎
森
路
一
一
て
定
め
る
の
は
、
技
術
伯
仲
間
一
一
泌
域
一
銭
設
業
に
関
わ
ザ
憲
一
そ
れ
ぞ
れ
第
2
留
学
一
婦
の
八
一
動
瀦
滋
(
蹴

「
盟
哀
れ
る
一
平
成
一
て
い
る
。
療
局
長
、
清
水
華
料
一
液
中
心
校
一
一
力
量
備
え
、
公
一
震
調
燃
が
…
奥
議
会
が
闘
か
れ
た
。
定
後
目
指
指
し
工
事
住
地
警
主 
6
由 

、
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
タ
一
検
控
公
判
後
最
一
m
M
組
み
一
平
成
検
器
、
地
総
裁
査
一
挙
一
小
口
府
議
欲
護
憲
ど
一
に
よ
る
努
が
あ
る
人
を
克
一
久
護
僻
闘
の
築
工
事
に
抑
留
一 

l
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